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(57)【要約】
　電子内視鏡１は、撮像ユニット３０が内蔵された挿入
部２の先端部１１と、観察窓２２を保持する第１の金属
枠２０と、対物光学系３２，３４を保持する第２の金属
枠３３，３５と、第２の金属枠３３，３５の後方に嵌合
されて電子部品４２，４３，４５，４６を保持する第３
の金属枠３６と、観察窓２２のくもりを防止するくもり
防止ユニット５１と、くもり防止ユニット５１と第２の
金属枠３３，３５とを断熱して、第３の金属枠３６へく
もり防止ユニット５１で発生した熱伝達を抑制する非金
属製の断熱部材５６と、を具備することで、くもり防止
ユニットからの固体撮像素子ユニットへの熱的影響を抑
制して、ノイズを低減させてクリアな画像を取得できる
と共に、くもり防止ユニットによる対物光学系への曇り
防止の効率が向上する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像ユニットが内蔵された挿入部の先端部と、
　前記撮像ユニットの前方に設けられる観察窓を保持する第１の金属枠と、
　前記撮像ユニットの対物光学系を保持する第２の金属枠と、
　前記第２の金属枠の後方に嵌合されて前記撮像ユニットの電子部品を保持する第３の金
属枠と、
　前記観察窓のくもりを防止するくもり防止ユニットと、
　前記くもり防止ユニットと前記第２の金属枠とを断熱して、前記第３の金属枠へ前記く
もり防止ユニットで発生した熱伝達の抑制する非金属製の断熱部材と、
　を具備することを特徴とする電子内視鏡。
【請求項２】
　前記断熱部材は、前記第１の金属枠と前記第２の金属枠との間に介装され、前記第１の
金属枠と前記第２の金属枠とを非接触にして電気的に絶縁させていることを特徴とする請
求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項３】
　前記断熱部材は、低吸水性を有する樹脂または焼結部材から形成されていることを特徴
とする請求項１または請求項２に記載の電子内視鏡。
【請求項４】
　前記断熱部材は、前後に接触して並設される２つの管状部材から形成されていることを
特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の電子内視鏡。
【請求項５】
　前記断熱部材は、外周面が前記第１の金属枠の内周面と面接触して接着され、内周面が
前記第２の金属枠の外周面と面接触して接着されていることを特徴とする請求項１から請
求項４のいずれか１項に記載の電子内視鏡。
【請求項６】
　前記断熱部材は、前記くもり防止ユニットが当接して設けられていることを特徴とする
請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の電子内視鏡。
【請求項７】
　前記断熱部材は、外周部に前記くもり防止ユニットのフレキシブルプリント基板を配置
する溝部が形成され、前記フレキシブルプリント基板が前記溝部に防湿用の接着剤により
固着されていることを特徴とする請求項６に記載の電子内視鏡。
【請求項８】
　前記断熱部材は、前記くもり防止ユニットに電気的に接続される電極がインサート形成
されていることを特徴とする請求項６に記載の電子内視鏡。
【請求項９】
　前記断熱部材には、前記観察窓に近接するように前記くもり防止ユニットのくもり防止
デバイスが配設され、
　前記くもり防止デバイスには、前記第１の金属枠と電気的な絶縁を確保し、前記観察窓
に接触する絶縁体が配設されていることを特徴とする請求項６から請求項８のいずれか１
項に記載の電子内視鏡。
【請求項１０】
　前記絶縁体は、前記くもり防止デバイスの表面を覆う絶縁枠であることを特徴とする請
求項９に記載の電子内視鏡。
【請求項１１】
　前記絶縁体は、前記くもり防止デバイスの表面に形成された絶縁コーティングであるこ
とを特徴とする請求項９に記載の電子内視鏡。
【請求項１２】
　前記絶縁コーティングは、パリレンによるコーティングであることを特徴とする請求項
１１に記載の電子内視鏡。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、観察窓のくもり防止ユニットを備えた電子内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知の如く、内視鏡は、生体の体内（体腔内）の観察、処置など、または工業用のプラ
ント設備内の検査、修理等のため広く用いられている。近年、内視鏡は、ＣＣＤなどが配
された撮像装置を備えた電子内視鏡が主流となっている。このような電子内視鏡は、外気
温度と被検対象物の雰囲気温度との温度差、被検対象物内の雰囲気湿度などにより、対物
光学系に結露によるくもりが発生する場合がある。そのため、内視鏡は、対物光学系の透
明カバー部材の外表面のくもり、結露などの発生を防止するための種々の技術が提案され
ている。例えば、ＪＰ特開２００９－２６１８３０号公報には、電子内視鏡の先端部に配
置されたカバーガラスの保持枠に、このカバーガラスに成膜された薄膜を加熱するくもり
防止デバイスが設けられた対物光学系の防曇技術が開示されている。
【０００３】
　しかしながら、ＪＰ特開２００９－２６１８３０号公報の電子内視鏡は、くもり防止デ
バイスの熱が保持枠を介して固体撮像素子ユニットに伝熱されて高温となり、ノイズが画
像として出力され、クリアな画像が取得できない場合があった。また、ＪＰ特開２００９
－２６１８３０号公報の電子内視鏡は、くもり防止デバイスの熱が保持枠を介して後方に
伝熱されるため、くもり防止デバイスによる対物光学系への加熱効率が低下し、その結果
、対物光学系に対する曇り防止の効率が低下するという課題があった。
【０００４】
　そこで、本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、くもり防止ユニットからの
固体撮像素子ユニットへの熱的影響を抑制して、ノイズを低減させてクリアな画像を取得
できると共に、くもり防止ユニットによる対物光学系への曇り防止の効率が向上する電子
内視鏡を提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明における一態様の電子内視鏡は、撮像ユニットが内蔵された挿入部の先端部と、
前記撮像ユニットの前方に設けられる観察窓を保持する第１の金属枠と、前記撮像ユニッ
トの対物光学系を保持する第２の金属枠と、前記第２の金属枠の後方に嵌合されて前記撮
像ユニットの電子部品を保持する第３の金属枠と、前記観察窓のくもりを防止するくもり
防止ユニットと、前記くもり防止ユニットと前記第２の金属枠とを断熱して、前記第３の
金属枠へ前記くもり防止ユニットで発生した熱伝達の抑制する非金属製の断熱部材と、を
具備する。
【０００６】
　本発明によれば、くもり防止ユニットからの固体撮像素子ユニットへの熱的影響を抑制
して、ノイズを低減させてクリアな画像を取得できると共に、くもり防止ユニットによる
対物光学系への曇り防止の効率が向上する電子内視鏡を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】内視鏡装置の全体構成を示す斜視図
【図２】挿入部の先端部分の構成を示す断面図
【図３】撮像ユニットの前端部分の構成を示す断面図
【図４】図３のＩＶ－ＩＶ線断面図
【図５】図３のＶ－Ｖ線断面図
【図６】図３のＶＩ－ＶＩ線断面図
【図７】図３のＶＩＩ－ＶＩＩ線断面図
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【図８】図３のＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線断面図
【図９】くもり防止ユニットの構成を示す分解平面図
【図１０】くもり防止ユニットの構成を示す正面図
【図１１】くもり防止ユニットが絶縁用および断熱用の絶縁部材に固着された構成を示す
平面図
【図１２】図１１のＸＩＩ－ＸＩＩ線断面図
【図１３】導電板が絶縁用および断熱用の絶縁部材に固着された構成を示す平面図
【図１４】撮像ユニットの後方一部分の構成を示す縦断面図
【図１５】図１４のＸＶ－ＸＶ線断面図
【図１６】補強枠に接続された３つの放熱ケーブルの配置を示す断面図
【図１７】図１７は３つの信号ケーブルおよび３つの放熱ケーブルが熱収縮チューブで被
覆された部分を示す断面図
【図１８】絶縁用および断熱用の絶縁部材の変形例１を示す断面図
【図１９】絶縁用および断熱用の絶縁部材の変形例２を示す断面図
【図２０】くもり防止ユニットの変形例１を示す断面図
【図２１】避静電気部材の変形例１を示す平面図
【図２２】避静電気部材の変形例２を示す平面図
【図２３】避静電気部材の変形例３を示す平面図
【図２４】避静電気部材の変形例４を示す断面図
【図２５】避静電気部材の変形例５を示す断面図
【図２６】避静電気部材の変形例６を示す断面図
【図２７】図２６のＸＶＩ－ＸＶＩ線断面図
【図２８】挿入部が体腔内に挿入された状態を示す図
【図２９】くもり防止ユニットの駆動電圧、時間および温度変化を示すグラフ
【図３０】絶縁用および断熱用の絶縁部材の作用を説明するための挿入部の先端部分を示
す断面図
【図３１】電子内視鏡のＧＮＤ系統を示す図
【図３２】避静電気部材の作用を説明するための挿入部の先端部分を示す断面図
【図３３】参考例１の挿入部の先端部分の断面図
【図３４】同、図３３のＸＸＸＩＶ－ＸＸＸＩＶ線断面図
【図３５】同、ユニット保持枠に外嵌する導電性部材の構成を示す斜視図
【図３６】同、ユニット保持枠に外嵌する導電性部材の構成を示す側面図
【図３７】同、図３６のＸＸＸＶＩＩ矢視図
【図３８】同、変形例の挿入部の先端部分の断面図
【図３９】同、参考例２の挿入部の先端部分の断面図
【図４０】参考例３の挿入部の先端部分の平面図
【図４１】同、図４０のＸＸＸＸＩ－ＸＸＸＸＩ線断面図
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図を用いて本発明の一実施の形態について説明する。　
　図１から図３２は、本発明の一実施の形態に係り、図１は内視鏡装置の全体構成を示す
斜視図、図２は挿入部の先端部分の構成を示す断面図、図３は撮像ユニットの前端部分の
構成を示す断面図、図４は図３のＩＶ－ＩＶ線断面図、図５は図３のＶ－Ｖ線断面図、図
６は図３のＶＩ－ＶＩ線断面図、図７は図３のＶＩＩ－ＶＩＩ線断面図、図８は図３のＶ
ＩＩＩ－ＶＩＩＩ線断面図、図９はくもり防止ユニットの構成を示す分解平面図、図１０
はくもり防止ユニットの構成を示す正面図、図１１はくもり防止ユニットが絶縁用および
断熱用の絶縁部材に固着された構成を示す平面図、図１２は図１１のＸＩＩ－ＸＩＩ線断
面図、図１３は導電板が絶縁用および断熱用の絶縁部材に固着された構成を示す平面図、
図１４は撮像ユニットの後方一部分の構成を示す縦断面図、図１５は図１４のＸＶ－ＸＶ
線断面図、図１６は補強枠に接続された３つの放熱ケーブルの配置を示す断面図、図１７
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は３つの信号ケーブルおよび３つの放熱ケーブルが熱収縮チューブで被覆された部分を示
す断面図、図１８は絶縁用および断熱用の絶縁部材の変形例１を示す断面図、図１９は絶
縁用および断熱用の絶縁部材の変形例２を示す断面図、図２０はくもり防止ユニットの変
形例１を示す断面図、図２１は避静電気部材の変形例１を示す平面図、図２２は避静電気
部材の変形例２を示す平面図、図２３は避静電気部材の変形例３を示す平面図、図２４は
避静電気部材の変形例４を示す断面図、図２５は避静電気部材の変形例５を示す断面図、
図２６は避静電気部材の変形例６を示す断面図、図２７は図２６のＸＶＩ－ＸＶＩ線断面
図、図２８は挿入部が体腔内に挿入された状態を示す図、図２９はくもり防止ユニットの
駆動電圧、時間および温度変化を示すグラフ、図３０は絶縁用および断熱用の絶縁部材の
作用を説明するための挿入部の先端部分を示す断面図、図３１は電子内視鏡のＧＮＤ系統
を示す図、図３２は避静電気部材の作用を説明するための挿入部の先端部分を示す断面図
である。
【０００９】
　図１に示すように、電子内視鏡１は、長尺な挿入部２と、この挿入部２の基端と連設さ
れた操作部３と、図示しない光源装置に接続するライトガイドコネクタ４と、図示しない
ビデオシステムセンター（カメラコントロールユニット：ＣＣＵともいう）に接続するビ
デオコネクタ５と、を有して主に構成されている。なお、電子内視鏡１は、操作部３とラ
イトガイドコネクタ４とが軟性のケーブル（以下、ユニバーサルコードと称す）６を介し
て接続されており、このライトガイドコネクタ４とビデオコネクタ５とが軟性の通信ケー
ブル７を介して接続されている。
【００１０】
　挿入部２には、主にステンレスなど金属性部材から形成された先端部１１、湾曲部１２
およびステンレスなど金属管の硬性管１３が先端側から順に連設されている。この挿入部
２は、体内に挿入する部分となっており、内部に後述するケーブル、不図示のライトガイ
ドバンドルなどが組み込まれている。
【００１１】
　操作部３には、湾曲部１２を遠隔操作するアングルレバー１４および光源装置、ビデオ
システムセンターなど（いずれも不図示）を操作するための各種スイッチ１６が備えられ
ている。アングルレバー１４は、挿入部２の湾曲部１２を、ここでは上下の２方向に操作
可能な湾曲操作手段である。なお、湾曲部１２は、上下の２方向に限定されることなく、
アングルレバーをもう一つ設けて上下左右の４方向に湾曲操作自在な構成としても良い。
さらに、ここでの電子内視鏡１は、湾曲部１２以外の大部分の挿入部２が硬質な硬性内視
鏡を例示しいているが、これに限定されることなく挿入部２が可撓性を備えた軟性内視鏡
でも良い。
【００１２】
　ここで、図２に基づいて、電子内視鏡１の挿入部２の先端内部構成について詳しく説明
する。　
　図２に示すように、挿入部２の先端部１１は、金属製の先端硬質部２３を有している。
この先端硬質部２３は、撮像ユニット３０が貫挿固定されている。先端硬質部２３は、金
属製の外装管２４に内嵌しており、外装管２４が、例えば、固定ピン（不図示）によって
固定されている。
【００１３】
　この外装管２４の基端には、湾曲部１２内に配設される湾曲駒２６と連結されている。
湾曲駒２６は、湾曲部１２内に複数配設されている。これら湾曲駒２６は、隣接するもの
同士が枢軸リベット２７によって回動自在に連結されている。これら湾曲駒２６は、ここ
では上下に配設された２本の湾曲操作ワイヤ２６ａがアングルレバー１４の操作により牽
引弛緩されることで、枢軸リベット２７回りに回動する。これにより、湾曲部１２がここ
では上下の２方向に湾曲操作される。なお、湾曲部１２は、複数の湾曲駒２６の外周を一
体的に覆うように、フッ素ゴムなどから形成された軟性チューブ２８を有している。この
軟性チューブ２８は、先端外周部が糸巻接着部２９によって、外装管２４の基端に接続さ
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れている。なお、先端硬質部２３には、金属性の放熱線５７が内部に係入されて固着され
た放熱ケーブル５８が接続されている。この放熱ケーブル５８は、後方へ延設しており、
先端硬質部２３の熱を後方に逃がすものである。
【００１４】
　撮像ユニット３０の先端に設けられた観察窓となる光学部材（対物光学系）の透明カバ
ー部材２２は、略円環状に形成された金属製の観察窓保持枠２０に嵌合保持されている。
この観察窓保持枠２０は、ここでの第１の金属枠を構成し、先端硬質部２３に嵌挿固定さ
れている。そして、観察窓保持枠２０には、透明カバー部材２２の後方外周側において、
撮像ユニット３０を内嵌固定するために、観察窓保持枠２０に外嵌するリング状のスペー
サ３１が設けられている。なお、スペーサ３１は、撮像ユニット３０の駆動熱を内視鏡の
先端（部材）に伝えないことを目的としてプラスチック樹脂やセラミックスなどから形成
された非金属製の略円環状の部材を採用している。
【００１５】
　本実施の形態の撮像ユニット３０は、周知の構成を備え、対物光学系である第１の対物
レンズ群３２を保持する金属製の第１のレンズ保持枠３３と、対物光学系である第２の対
物レンズ群３４を保持する金属製の第２のレンズ保持枠３５と、イメージセンサなどを保
持する金属製のユニット保持枠３６と、を有している。なお、第１のレンズ保持枠３３と
観察窓保持枠２０との間には、金属よりも熱伝導率の低い材料で形成した絶縁部材である
絶縁枠５６が設けられている。第１のレンズ保持枠３３は、第２のレンズ保持枠３５に内
嵌固定されている。そして、第２のレンズ保持枠３５は、ユニット保持枠３６に内嵌固定
されている。なお、第１のレンズ保持枠３３と第２のレンズ保持枠３５とが、ここでの第
２の金属枠を構成し、金属製のユニット保持枠３６が、ここでの第３の金属枠を構成して
いる。
【００１６】
　本実施の形態のユニット保持枠３６が保持するイメージセンサなどは、各対物レンズ群
３２，３４によって集光され、２つのプリズム３７，３８で分光された撮影光を検出する
ＣＣＤ、ＣＭＯＳなどの２つの固体撮像素子（以下、単に撮像素子という）４２，４５を
備えた構成となっている。なお、各プリズム３７，３８、各撮像素子４２，４５および各
撮像駆動回路４３，４６を覆うように、ユニット保持枠３６の後方には、放熱板およびア
ース部材（患者側ＧＮＤへの接続部材）を兼ねた金属製の補強枠４８がユニット保持枠３
６と電気的に導通するよう接合されている。なお、この補強枠４８にも、後述する３本の
放熱ケーブル５８が接続されて固体撮像素子の駆動熱が後方へ逃がされるようになってい
る。また、金属製の第１のレンズ保持枠３３、第２のレンズ保持枠３５、ユニット保持枠
３６および補強枠４８は、それぞれ互いに嵌合された部分に接着剤によって固着さている
。
【００１７】
　第１の撮像素子４２は、後方に位置するプリズム３７の一面にカバーガラス４１を介し
て接合されている。また、第２の撮像素子４５は、前方に位置するプリズム３８の一面に
カバーガラス４４を介して接合されている。本実施の形態の２つのプリズム３７，３８は
、互いの面が貼り合わされ、例えば、可視光における所定の波長帯域のみを反射するよう
に反射面が形成されている。その一例として、２つのプリズム３７，３８は、反射面で屈
折させる光をＧ（Ｇｒｅｅｎ）光のみとし、第１の撮像素子４２に、Ｂ（Ｂｌｕｅ）光、
及びＲ（Ｒｅｄ）光が導光し、第２の撮像素子４５に、Ｇ（Ｇｒｅｅｎ）光が導光するよ
うに設定されている。
【００１８】
　また、各撮像素子４２，４５は、ここでは個々に画像処理が行われる構成とし、電子撮
像回路の一部を構成する２つの撮像駆動回路４３，４６とＦＰＣ４２ａ，４５ａ（図１４
参照）を介して電気的に接続されている。これら撮像駆動回路４３，４６は、挿入部２、
操作部３およびライトガイドコネクタ４に挿通してビデオコネクタ５まで延設された信号
ケーブル５０と個々に接続されている。２つの撮像駆動回路４３，４６の間には、例えば
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、半田接続ができる銅製ブロックの２つのヒートシンク４９が介装されている。これら２
つのヒートシンク４９は、後に詳しく説明するが、それぞれがジャンパー線４９ａによっ
て、信号ケーブル５０の総合シールド部材５０ａと電気的に接続されている。
【００１９】
　なお、ユニット保持枠３６に保持された各プリズム３７，３８、各撮像素子４２，４５
および各撮像駆動回路４３，４６は、非導電性の接着剤、充填剤などで覆われ、補強枠４
８の周囲が熱収縮チューブ４７に被覆されている。この熱収縮チューブ４７は、観察窓保
持枠２０の基端外周部分から信号ケーブル５０、放熱ケーブル５８などの先端外周部分ま
でを一体的に被覆している。このように、透明カバー部材２２を保持して先端側が閉塞す
る観察窓保持枠２０とスペーサ３１とが嵌合している。観察窓保持枠２０の基端外周部か
ら信号ケーブル５０および放熱ケーブル５８などの先端外周までを熱収縮チューブ４７に
より被覆しているため、撮像ユニット３０が先端部１１内において気密保持された状態と
なる。
【００２０】
　絶縁枠５６は、図３および図４に示すように、浸透する湿気による対物レンズ内部のく
もりを防止するために、例えば、スーパエンジニアリングプラスチックの１つである低吸
水性のＰＥＥＫ（ｐｏｌｙｅｔｈｅｒｅｔｈｅｒｋｅｔｏｎｅ）樹脂または焼結部材であ
るセラミックスにより形成されており、前方側に内径方向へ向かって形成されたリブ５６
ａを有した絶縁用および断熱用の略円筒状部材である。この絶縁枠５６は、観察窓保持枠
２０と第１のレンズ保持枠３３および第２のレンズ保持枠３５とを所定の距離だけ離間さ
せるように、観察窓保持枠２０に内嵌し、第１のレンズ保持枠３３および第２のレンズ保
持枠３５に外嵌するように配置されている。なお、絶縁枠５６は、観察窓保持枠２０内へ
の湿気の混入およびエアパスを防ぐように、外周面および内周面に接着剤が塗布されて観
察窓保持枠２０、第１のレンズ保持枠３３および第２のレンズ保持枠３５と嵌合して面接
触した状態で固定される。
【００２１】
　具体的には、絶縁枠５６は、リブ５６ａが設けられた前方側の小径の内周面が第１のレ
ンズ保持枠３３の前方外周面と面接触して接着され、後方側の大径の内周面が第１のレン
ズ保持枠３３の後方部分と嵌合された第２のレンズ保持枠３５の外周面と面接触して接着
された状態として、第１のレンズ保持枠３３および第２のレンズ保持枠３５に外嵌される
。そして、絶縁枠５６は、外周面が観察窓保持枠２０の内周面と面接触して接着されて配
置される。これにより、観察窓保持枠２０内への湿気の混入およびエアパスが防止された
状態として、絶縁枠５６が観察窓保持枠２０、第１のレンズ保持枠３３および第２のレン
ズ保持枠３５に嵌合される。
【００２２】
　こうして、観察窓保持枠２０と第１のレンズ保持枠３３および第２のレンズ保持枠３５
は、絶縁枠５６を介して非接触に所定の距離だけ離間されて配置される。なお、絶縁枠５
６は、観察窓保持枠２０と第１のレンズ保持枠３３および第２のレンズ保持枠３５との軸
合わせのための部材も構成している。
【００２３】
　絶縁枠５６には、図３から図１２に示すように、観察窓である透明カバー部材２２、第
１の対物レンズ群３２、特に最先端のレンズ表面などのくもり、結露などを防止するくも
り防止ユニット５１が設けられている。このくもり防止ユニット５１は、電子部材である
くもり防止デバイス５２と、絶縁枠５６に固着されたＦＰＣ５３と、このＦＰＣ５３に設
けられた温度検知用のサーミスタ５４と、くもり防止デバイス５２および透明カバー部材
２２の間に介装され、観察窓保持枠２０とくもり防止デバイス５２とを絶縁する絶縁体の
デバイス絶縁枠５５と、を有して構成されている。
【００２４】
　くもり防止デバイス５２は、略円環状をしており、ＦＰＣ５３の前方側となるリング部
５３ａの一面に接着されると共に、ＦＰＣ５３の一面に形成された２つの接点ランド５２
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ａに半田付などの溶着された状態で配置される。つまり、くもり防止デバイス５２は、２
つの接点ランド５２ａと接触した状態となり電気的に接続されている。リング部５３ａに
設けられたくもり防止デバイス５２は、前方側から耐熱性樹脂、例えばサルホン系樹脂か
ら形成された円環状のデバイス絶縁枠５５に覆われる（図９参照）。このデバイス絶縁枠
５５は、くもり防止デバイス５２を金属製の観察窓保持枠２０に接触しないようにして絶
縁を確保し、且つ観察窓保持枠２０を介して印加する静電気がくもり防止デバイス５２へ
落ちるのを防止するために、くもり防止デバイス５２の外側面と前方端面を覆うように設
けられている。さらに、デバイス絶縁枠５５は、観察窓である透明カバー部材２２の背面
に接触するように設置され、透明カバー部材２２へくもり防止デバイス５２の熱を伝達す
る。
【００２５】
　ＦＰＣ５３は、リング部５３ａの内方から前方へ折り曲げられた突出片にサーミスタ５
４が実装されている（図５、図９および図１０参照）。このサーミスタ５４は、観察窓で
ある透明カバー部材２２の背面に接触するよう配置されている。また、ＦＰＣ５３は、リ
ング部５３ａの外周一部から後方へ折り曲げられて延設する細長に形成された配線フィル
ム部５３ｂと、この配線フィルム部５３ｂの後方端部に一体形成された矩形状の配線接続
部５３ｃと、を有して構成されている（図９および図１０参照）。
【００２６】
　配線フィルム部５３ｂには、くもり防止デバイス５２およびサーミスタ５４へ電気的に
接続される複数の配線（不図示）が絶縁された状態でプリント形成されている。この配線
フィルム部５３ｂは、絶縁枠５６の外周部に前後方向に形成された凹部状のＦＰＣ設置溝
５６ｂに配置され（図７および図８参照）、観察窓保持枠２０内部への湿気の混入および
エアパスを防ぐために接着剤５９ａがＦＰＣ設置溝５６ｂとの隙間に付着されて絶縁枠５
６に固着される（図７、図８、図１１および図１２参照）。なお、ここでの絶縁枠５６は
、外周部にＦＰＣ設置溝５６ｂが形成されているため、ＦＰＣ５３の組付け時の配線フィ
ルム部５３ｂのＦＰＣ設置溝５６ｂへの接着剤５９ａによる固定が容易な構成となってい
る。つまり、配線フィルム部５３ｂが設置されたＦＰＣ設置溝５６ｂへの固定時に、絶縁
枠５６と観察窓保持枠２０との嵌合における観察窓保持枠２０内部への湿気の混入および
エアパスを防ぐための接着剤５９ａの充填を容易に行えるようになる。また、ＦＰＣ５３
は、リング部５３ａの後方の面が絶縁枠５６のリブ５６ａの前方端面と、例えば、ポリイ
ミドテープの両面粘着材５３ｅによって接着されている。
【００２７】
　配線接続部５３ｃには、くもり防止デバイス５２およびサーミスタ５４と電気的な接続
を行うための複数の接続ランドが設けられた電気接点部５３ｄが設けられている。この電
気接点部５３ｄの複数の接続ランドには、４つの配線７１の素線が個々に半田付される（
図１１および図１２参照）。なお、４つの配線７１が接続された電気接点部５３ｄ上には
、絶縁樹脂５９ｂが付着される（図１１および図１２参照）。
【００２８】
　また、絶縁枠５６には、配線フィルム部５３ｂが設置されるＦＰＣ設置溝５６ｂと反対
側の外周部先端部分に、外周一部が観察窓保持枠２０の外周面と非接触となるように凹部
状の切り欠き部５６ｃが形成されている（図４および図１２参照）。つまり、絶縁枠５６
は、観察窓保持枠２０に内嵌した状態において、先端外周部の一部分に切り欠き部５６ｃ
によって観察窓保持枠２０との間に空間が形成される（図４参照）。そして、絶縁枠５６
は、切り欠き部５６ｃから後方に向けて内周面側に凹部状の避静電気部材となる導電板６
０が設置される避静電気部材設置溝５６ｄが形成されている。この避静電気部材設置溝５
６ｄは、絶縁枠５６のリブ５６ａを貫通して切り欠き部５６ｃと連通している（図４、図
１２および図１３参照）。
【００２９】
　避静電気部材設置溝５６ｄに配置される導電板６０は、図１３に示すように、少なくと
も前方側に尖端状の２つの角部（尖形エッジ部）を有する板面略長方形の金属平板であっ
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て、絶縁枠５６のリブ５６ａに貫挿されており、前方部分が切り欠き部５６ｃに位置する
ように配置されている。この導電板６０も、観察窓保持枠２０内への湿気の混入およびエ
アパスを防ぐために接着剤５９ｃが避静電気部材設置溝５６ｄとの隙間に付着されて絶縁
枠５６に固着される（図８および図１２参照）。なお、導電板６０は、後端部分が金属製
のユニット保持枠３６の先端外周部と半田６０ａを用いた接続により接合され、ユニット
保持枠３６と電気的に接続された状態となっている（図４参照）。この導電板６０は、絶
縁枠５６の切り欠き部５６ｃにおいて、その表面が観察窓保持枠２０の内周面とおよそ０
．２ｍｍのクリアランスを有するように接着固定されている。これにより、内視鏡先端と
前記導電板６０との間で絶縁を確保でき、電気メス使用時の漏れ電流は流れないが、静電
気のような高電圧の差異だけ導電板６０側に電流が流れる。これにより電子部品側へ電流
が流れることなく、不具合の発生を防ぐことが可能となる。
【００３０】
　なお、絶縁枠５６は、内周部に凹部状の避静電気部材設置溝５６ｄを設けることで、導
電板６０が内周面から突出しないように設置される。これにより、絶縁枠５６に内嵌する
第２のレンズ保持枠３５は、絶縁枠５６内で前後方向の中心軸回りに自由に回転できるよ
うになり、各対物レンズ群３３，３４の偏角回転調整を容易に行えることができる。
【００３１】
　各撮像駆動回路４３，４６の間に配設される上述のブロック状の２つのヒートシンク４
９には、図１４および図１５に示すように、それぞれが接合された面の反対側の側面後方
にジャンパー線４９ａの芯線４９ｃが半田接続される凹部４９ｂが形成されている。この
凹部４９ｂを形成することで、２つのヒートシンク４９とジャンパー線４９ａとの接続部
の外形が膨らまないようにすることができる。なお、これら凹部４９ｂの表面は、半田接
続用の表面処理が施されている。また、２つのヒートシンク４９は、絶縁テープなどの絶
縁部材４９ｄを介して接合されて、電気的な絶縁が保たれている。絶縁部材４９ｄは、２
つのヒートシンク４９が個々にジャンパー線４９ａと接続されるために電気的なループア
ンテナ状態とならず、固体撮像素子から出るノイズを低減することができる。
【００３２】
　なお、２つのヒートシンク４９は、ＣＣＤ（ＣＭＯＳ）ドライバである各撮像駆動回路
４３，４６を保持する保持部材を兼ねると共に、これら発熱量が大きな各撮像駆動回路４
３，４６の熱を吸熱する。２つのヒートシンク４９の熱は、ジャンパー線４９ａを介して
、信号ケーブル５０の総合シールド部材５０ａに伝熱されて後方へ逃がされる。
【００３３】
　また、放熱板およびアース部材を兼ねた補強枠４８は、図１６に示すように、一面に２
本の放熱ケーブル５８の丸型の放熱線５７が半田接続され、これら放熱線５７が接続され
た一面から遠方の角部に形成された一方の斜面部に１本の放熱ケーブル５８の平型の放熱
線５７が半田接続されている。なお、これら３つの放熱ケーブル５８の少なくとも１つは
、アース部材（ＧＮＤケーブル）を兼ねて、患者グランド（ＧＮＤ）に接続されている。
また、これら３つの放熱ケーブル５８は、補強枠４８よりも後方において２本と１本に離
れた状態となるように、３つの信号ケーブル５０と共に熱収縮チューブ４７内に配置され
ている。このように、３つの放熱ケーブル５８が補強枠４８から後方の熱収縮チューブ４
７内で２本と１本に離された状態に配置されるため、補強枠４８で吸収した熱が集中せず
効率良く３つの放熱ケーブル５８で放熱されて、撮像ユニット３０の高温化が防止される
。なお、図１６の３つの信号ケーブル５０は、２つが撮像系と接続され、残りの１つがく
もり防止ユニットと接続されて各種信号の授受および電力供給のためのものである。
【００３４】
　さらに、これら３本の放熱ケーブル５８は、補強枠４８における発熱量の大きな各撮像
駆動回路４３，４６の近傍に各放熱線５７が半田接続される。これにより最も高温となる
各撮像駆動回路４３，４６の周囲の熱を効率よく吸熱して放熱することでノイズを低減し
た撮像ユニットが提供できる。
【００３５】
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（絶縁部材の変形例１）
　絶縁用および断熱用の絶縁枠５６は、図１８に示すように、前方側に配置される円環状
の絶縁環７２ａと、後方側に配置される管状の絶縁管７２ｂの外径が同一な２つの部材を
組み合わせた構成としてよい。　
　具体的には、絶縁枠５６は、第１のレンズ保持枠３３の前方フランジ３３ａと面接触し
て接着される絶縁環７２ａと、第２のレンズ保持枠３５の外周面と面接触して接着される
絶縁管７２ｂと、を有し、これら絶縁環７２ａの後方端面および絶縁管７２ｂの前方端面
が面接触して接着剤により接着固定される。つまり、絶縁枠５６は、前後に接触して連設
された２つの管（環）状部材から形成されている。そして、絶縁枠５６を構成する絶縁環
７２ａおよび絶縁管７２ｂの外周面は、観察窓保持枠２０の内周面に面接触して接着剤に
より接着固定される。このように、絶縁枠５６は、絶縁環７２ａおよび絶縁管７２ｂの２
つの部材とすることで、低吸水性部材であって複雑な形状の加工成型が困難な焼結部材で
あるセラミックスを用いても容易に成型することができる。なお、ここでの絶縁枠５６も
、勿論、低吸水性樹脂部材で形成しても良いし、絶縁環７２ａと絶縁管７２ｂとを異なる
材料、例えば、セラミックスと低吸水性樹脂を組み合わせて成型しても良い。
【００３６】
（絶縁部材の変形例２）
　絶縁用および断熱用の絶縁枠５６は、図１９に示すように、低吸水性樹脂を用いて、く
もり防止ユニット５１のサーミスタ５４およびくもり防止デバイス５２への信号授受およ
び電力供給のための複数の電極７３をインサート成型しても良い。これにより、絶縁枠５
６は、複数の電極７３を設けた部分からの湿気の混入およびエアパスを低減することがで
きる。
【００３７】
（くもり防止ユニットの変形例１）
　くもり防止ユニット５１は、図２０に示すように、デバイス絶縁枠５５を設けなくとも
、くもり防止デバイス５２を金属製の観察窓保持枠２０に接触しないようにして絶縁を確
保し、且つ観察窓保持枠２０を介して印加される静電気がくもり防止デバイス５２へ落ち
るのを防止するために、くもり防止デバイス５２の表面に絶縁体被膜、例えば、蒸着によ
りパリレンの絶縁コーティング５５ａを成型しても良い。
【００３８】
（避静電気部材の変形例１）
　ここでの避静電気部材を構成する導電板６０は、前方側に尖端状の角部があれば良く、
図２１に示すように、先細りの導電部６０ｂを有した形状としても良い。
【００３９】
（避静電気部材の変形例２）
　ここでの導電板６０は、図２２に示すように、前方がＴ字形状とし、先端両脇に導電部
６０ｃを有した形状としても良い。また、導電板６０は、絶縁枠５６へ設置固定するとき
に、絶縁枠５６の切り欠き部５６ｃにＴ字形状の後方端部６０ｄを当接させて容易に位置
決めすることができる。
【００４０】
（避静電気部材の変形例３）
　ここでの導電板６０は、図２３に示すように、前方がＴ字形状とし、先端側に複数の導
電部６０ｅを有した形状としても良い。ここでの導電板６０も、絶縁枠５６へ設置固定す
るときに、絶縁枠５６の切り欠き部５６ｃにＴ字形状の後方端部６０ｆを当接させて容易
に位置決めすることができる。
【００４１】
（避静電気部材の変形例４）
　ここでの導電板６０は、図２４に示すように、先端部分に設けられる導電部６０ｇを上
方に折り曲げた形状としても良い。
【００４２】
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（避静電気部材の変形例５）
　ここでは、導電板６０に変えて、図２６に示すように、避静電気部材である金属製の導
電ブロック７４を第１のレンズ保持枠３３に電気的に導通するように絶縁枠５６に設けて
も良い。　
　具体的には、導電ブロック７４は、絶縁枠５６のリブ５６ａの一部分に外周部から内周
部を貫通形成された孔部５６ｅに接着剤７４ｂによって固着されている。なお、導電ブロ
ック７４の導電部７４ａは、観察窓保持枠２０の内周面とおよそ０．２ｍｍのクリアラン
スを有する突出量が設定されて、観察窓保持枠２０の内周面に向けて接着剤７４ｂから突
出するように配置されている。
【００４３】
　この導電ブロック７４は、導電部７４ａと反対側に位置する底面部が第１のレンズ保持
枠３３の外周面に接触して電気的に導通するように絶縁枠５６に配設される。
【００４４】
（避静電気部材の変形例６）
　ここでも、導電板６０に変えて、図２６および図２７に示すように、避静電気部材であ
る金属製の導電盤７７を第１のレンズ保持枠３３に電気的に導通するように絶縁枠５６に
設けても良い。　
　具体的には、導電盤７７は、外周方向に放射状に突起する複数の導電部７７ａを有した
円板状の金属板である。なお、ここでの絶縁枠５６は、前方側に配置される円環状の絶縁
環７５と、後方側に配置される管状の絶縁管７６の外径が同一な２つの部材から構成され
ている。
【００４５】
　導電盤７７は、絶縁枠５６の絶縁環７５と絶縁管７６との間に挟設されて接着剤７８に
よって固着されている。なお、導電盤７７の導電部７７ａも、観察窓保持枠２０の内周面
とおよそ０．２ｍｍのクリアランスを有する突出量が設定されて観察窓保持枠２０の内周
面に向けて放射状に形成されている。この導電盤７７は、中央に形成された孔部に第１の
レンズ保持枠３３が挿入され、第１のレンズ保持枠３３と接触して電気的に導通される。
【００４６】
（電子内視鏡の作用）
　以上のように構成された電子内視鏡１は、例えば、内視鏡下外科手術に用いられ、図２
８に示すように、患者の体壁に穿孔して導入されたトロッカ１００を介して、およそ３７
℃の高湿度な体腔内に挿入部２が導入される。
【００４７】
　先ず、電子内視鏡１は、体腔内に導入する前の準備段階のとき、電源が投入され、くも
り防止ユニット５１のくもり防止デバイス５２が駆動される。このくもり防止デバイス５
２への印加電圧は、図２９に示すように、ここでは２０Ｖである。この準備段階の初期の
観察窓である透明カバー部材２２の温度、つまりサーミスタ５４が検出する温度は、およ
そ２０℃の室温と同じ温度であり、電源投入によりくもり防止デバイス５２が駆動すると
、透明カバー部材２２が所定の温まり時間（およそ１～２分）を要して、例えば、３７℃
まで加熱される。また、電源投入時において、くもり防止デバイス５２周囲の雰囲気温度
が上昇するにつれて、透明カバー部材２２の背面および第１の対物レンズ群３２のうちの
最先端のレンズ外表面のくもりも抑制防止することができる。
【００４８】
　なお、くもり防止デバイス５２の駆動制御は、サーミスタ５４の検出温度値（温度に応
じた電気抵抗値）が入力されるビデオシステムセンター内の制御手段によって行なわれる
。なお、制御手段は、サーミスタ５４の検出温度値が、ここでは３７℃となる閾値が設定
されて、この閾値に応じてくもり防止デバイス５２のＯＮ／ＯＦＦ駆動を制御する（図２
９参照）。これにより、透明カバー部材２２の加熱温度は、電子内視鏡１の挿入部２の体
腔内挿入時間において、ここでは３７℃前後に維持される。なお、くもり防止ユニット５
１は、電源がＯＦＦされるとビデオシステムセンター内の制御手段による制御が終了され
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る。
【００４９】
　このように、電子内視鏡１は、使用時に透明カバー部材２２が、ここでは３７℃に加熱
されるため、およそ３７℃の高湿度な体腔内に挿入されても、透明カバー部材２２の表面
に温度差によるくもり、結露などの発生を抑制防止することができる。
【００５０】
（絶縁枠の作用）
　ここで、絶縁用および断熱用の絶縁枠５６の作用を説明する。　
　絶縁枠５６は前述した実施形態にて示した絶縁機能と、図３０に示すように、準備段階
のときのくもり防止ユニット５１のくもり防止デバイス５２の熱Ｈを第１のレンズ保持枠
３３、第２のレンズ保持枠３５およびユニット保持枠３６に無駄に伝熱しないように断熱
する機能も有する。つまり、くもり防止デバイス５２の熱Ｈは、効率良く確実にデバイス
絶縁枠５５を介して透明カバー部材２２に伝熱される。これにより、電子内視鏡１は、従
来に比して、透明カバー部材２２が準備段階のときに所定の設定された温度（ここでは３
７℃）に到達するまでの時間を早めることができる。
【００５１】
　また、絶縁用および断熱用の絶縁枠５６は、内視鏡下外科手術中（体腔内挿入時間中）
においては、くもり防止デバイス５２の熱Ｈが絶縁枠５６に断熱されることで、第１のレ
ンズ保持枠３３、第２のレンズ保持枠３５およびユニット保持枠３６を介した後方への熱
伝達を抑制して、電子部品である第１の撮像素子４２および第２の固体撮像素子４５側が
過剰に高温となることを防止する。
【００５２】
　これにより、第１の撮像素子４２および第２の固体撮像素子４５の高温化によるノイズ
の発生を抑え、クリアな画像が取得できるようになる。ここでも、くもり防止デバイス５
２の熱Ｈは、絶縁枠５６により第１のレンズ保持枠３３、第２のレンズ保持枠３５および
ユニット保持枠３６に無駄に熱を伝達することが抑制されるため、効率良く確実にデバイ
ス絶縁枠５５を介して透明カバー部材２２に伝熱される。これにより、電子内視鏡１は、
くもり防止デバイス５２による透明カバー部材２２の加熱効率が向上し、これに伴いくも
り防止の効率が向上する。
【００５３】
　以上の説明から、本来の絶縁機能に加えて電子内視鏡１は、くもり防止ユニット５１か
らの固体撮像素子への熱的影響を抑制して、ノイズを低減させてクリアな画像を取得でき
ると共に、くもり防止ユニット５１による対物光学系である透明カバー部材２２および第
１の対物レンズ群３２などへのくもり防止の効率を向上させた小型の撮像ユニットが提供
できる。なお、上述した絶縁枠の変形例１，２の構成においても、同様の効果を奏するも
のである。
【００５４】
（電子内視鏡のＧＮＤ系統）
　ところで、電子内視鏡１は、図３１に示すように、外装部が操作部３を境（図中Ｘ軸）
として、前方の挿入部２側と後方のユユニバーサルコード６側とに電気的に絶縁された構
成となっている。
【００５５】
　なお、電子内視鏡１の内部において、図３１に示すように、金属製の先端硬質部２３に
接続された放熱ケーブル５８は、操作部３内に設けられた金属フレーム３ａと電気的に接
続されている。この金属フレーム３ａは、金属製のグリップ座３ｂとの間に、例えば、２
２０ｐＦのコンデンサ３ｄが介装され、直流的には絶縁されている。
【００５６】
　また、撮像ユニット３０から延設された、ここでは３本の放熱ケーブル５８は、少なく
とも１本が操作部３のグリップ座と電気的に接続されている。そして、３本の放熱ケーブ
ル５８は、信号ケーブル５０と共に、内部に金属ブレード８０ａを有する熱収縮チューブ
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８０に一体的に被覆される。なお、熱収縮チューブ８０は、グリップ座３ｂまで延設され
、金属ブレード８０ａがグリップ座３ｂと電気的に接続される。
【００５７】
　なお、ユニバーサルコード６は、操作部３において、グリップ座３ｂと接続されて、内
部の金属シースがグリップ座３ｂと電気的に接続される。また、ユニバーサルコード６の
金属シースは、ライトガイドコネクタ４内において、通信ケーブル７の金属シースと電気
的に接続される。そして、ライトガイドコネクタ４およびビデオコネクタ５は、ユニバー
サルコード６または通信ケーブル７の各金属シースと電気的に接続され、光源装置または
ビデオシステムセンターを介して、患者ＧＮＤと電気的に接続される。つまり電子内視鏡
１の先端内部金属は１本の放熱ケーブルおよび操作部基端側の部材を介してビデオコネク
タ５の患者側グランドと接続され同位になっている。
【００５８】
（導電板の作用）
　次に、避静電気部材である導電板６０の作用を説明する。　
　ところで、観察窓保持枠２０は、図３２に示すように、先端部１１の先端面で透明カバ
ー部材２２を保持する前方側の端部表面が露出した状態で位置される。そのため、この観
察窓保持枠２０の端部表面から静電気Ｅが印加される場合がある。
【００５９】
　この場合、観察窓保持枠２０に印加した静電気Ｅは、観察窓保持枠２０を介して、絶縁
枠５６の切り欠き部５６ｃに、ここでは０．２ｍｍのクリアランスを有して配設された導
電板６０の先端角部（尖形エッジ部）に気中放電される。そして、静電気Ｅは、導電板６
０の後方部分が半田６０ａで接続されたユニット保持枠３６に流れて、補強枠４８を介し
て、放熱ケーブル５８に流れて、患者ＧＮＤに落とされる（アースされる）。
【００６０】
　これにより、電子内視鏡１は、観察窓保持枠２０に静電気Ｅが印加しても、内視鏡挿入
部において外部と内部金属とが絶縁された構成でも、静電気Ｅがくもり防止ユニット５１
、各撮像素子４２，４５、各撮像駆動回路４３，４６などの電子部品に流れることなく、
導電板６０からユニット保持枠３６、補強枠４８および放熱ケーブル５８を介して患者Ｇ
ＮＤにアースされる。
【００６１】
　以上の説明から、電子内視鏡１は、内視鏡先端に印加された静電気が導電板６０に気中
放電されて患者ＧＮＤに落とされるため、先端部１１に内蔵されるくもり防止ユニット５
１、各撮像素子４２，４５、各撮像駆動回路４３，４６などの電子部品に過電流が流れる
といった不具合、故障などの発生を防止することができる。なお、上述した避静電気部材
の変形例１から６の構成においても、同様の効果を奏するものである。
【００６２】
　なお、以上に記載の電子内視鏡１は、外科医療用の硬性内視鏡を例に挙げて説明したが
、勿論、これに限定されることなく、各種医療用の軟性内視鏡または工業用の内視鏡装置
に適用可能な技術である。
【００６３】
（参考例１）
　次に、本発明の参考例１について説明する。　
　図３３から図３８は、本発明の参考例１に係り、図３３は挿入部の先端部分の断面図、
図３４は図３３のＸＸＸＩＶ－ＸＸＸＩＶ線断面図、図３５はユニット保持枠に外嵌する
導電性部材の構成を示す斜視図、図３６はユニット保持枠に外嵌する導電性部材の構成を
示す側面図、図３７は図３６のＸＸＸＶＩＩ矢視図、図３８は変形例の挿入部の先端部分
の断面図である。なお、本参考例では、上述した電子内視鏡１の構成部品については同一
の符号を用いて詳細な説明を省略する。
【００６４】
　また、ここでの電子内視鏡１は、図３３および図３４に示すように、挿入部２の先端部
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１１から操作部３まで絶縁性の軟性チューブ２８に被覆されており、患者と接触する可能
性がある内視鏡挿入部の外周は絶縁が確保されている。なお、電子内視鏡１は、挿入部２
が可撓性を有する軟性鏡である。また、ここでの先端硬質部２３は、例えば、樹脂から成
型された非金属製である。なお、図３４の符号８５は、ライトガイドバンドルを示してい
る。
【００６５】
　ここではユニット保持枠３６が第１のレンズ保持枠３３を外嵌し、図３３から図３７に
示すように、ユニット保持枠３６と電気的に接続するように避静電気部材である金属製の
導電性部材８３が接触させて設けられている。　
　具体的には、導電性部材８３は、上下方向の２箇所に延設されて断面Ｌ字状に前方側に
折れ曲げられた矩形状の導電部８３ａと、略中央に形成された孔部の上下２箇所に延設さ
れて断面Ｌ字状に前方側に折れ曲げられた矩形状の通電接触部８３ｂと、を有した金属板
体である。
【００６６】
　この導電性部材８３は、略中央に形成された孔部に第１のレンズ保持枠３３に外嵌する
ユニット保持枠３６の筒部３６ａが挿嵌され、後方の端面および通電接触部８３ｂがユニ
ット保持枠３６に接触して電気的に接続された状態となるように設置されている。また、
導電性部材８３の導電部８３ａは、軟性チューブ２８に被覆された先端硬質部２３に嵌合
する金属製の補強枠８４の内周面と近接して配置されている。この導電部８３ａと補強枠
８４とは、電気的に導通しているが、軟性チューブ２８は電気的に絶縁性を備えているた
め、前述した実施形態で示したような０．２ｍｍのクリアランスは不要な構造となってい
る。
【００６７】
　なお、補強枠８４は、挿入部２の湾曲部１２内に配設された最先端の湾曲駒２６に接触
するように外嵌されており、電気的に接続されている。また、湾曲駒２６には、湾曲操作
ワイヤ２６ａが接続されている。
【００６８】
　ここでは第１のレンズ保持枠３３が、先端部１１の先端面において端部表面が露出した
状態で配置されている。この第１のレンズ保持枠３３の端部表面から静電気が印加される
場合がある。そのため、第１のレンズ保持枠３３に印加された静電気は、ユニット保持枠
３６に流れて、導電性部材８３を介して、補強枠８４に流れる。
【００６９】
　つまり、静電気は、各導電部８３ａの先端角部（尖形エッジ部）からここで接触してい
る補強枠８４へ流れる。そして、静電気は、補強枠８４に流れて、湾曲駒２６を介して、
湾曲操作ワイヤ２６ａに流れる。この湾曲操作ワイヤ２６ａは、操作部３内において、図
３１に示した、グリップ座３ｂを介して、ユニバーサルコード６の金属シースと電気的に
接続されており、流れる静電気がライトガイドコネクタ４およびビデオコネクタ５を介し
て患者ＧＮＤに落とされる（アースされる）。
【００７０】
　これにより、ここでの電子内視鏡１は、第１のレンズ保持枠３３に静電気が印加しても
、静電気が各撮像素子４２，４５、各撮像駆動回路４３，４６などの電子部品に流れるこ
となく、患者ＧＮＤにアースされる。そのため、ここでの電子内視鏡１は、印加された静
電気が患者ＧＮＤに落とされるため、先端部１１に内蔵される各撮像素子４２，４５、各
撮像駆動回路４３，４６などの電子部品に不具合、故障などの発生を防止することができ
る。
【００７１】
　なお、導電性部材８３の各導電部８３ａは、図３６の２点差線のように、拡径方向に拡
がった状態として弾性変形するようにし、図３８に示すように、補強枠８４の内周面に接
触するようにしても良い。さらに、各導電部８３ａは、補強枠８４の内周面と半田付して
も良い。
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【００７２】
（参考例２）
　次に、本発明の参考例２について説明する。　
　図３９は、本発明の参考例２に係り、挿入部の先端部分の断面図である。なお、本参考
例においても、上述した電子内視鏡１の構成部品については同一の符号を用いて詳細な説
明を省略する。
【００７３】
　ここでは、ユニット保持枠３６と電気的に接続するように避静電気部材である金属板の
導電性部材８６が接触させて設けられている。具体的には、導電性部材８６は、ユニット
保持枠３６の上下方向の２箇所と接続されるように２つ設けられている。これら導電性部
材８６は、各先端部分８６ａがユニット保持枠３６の筒部３６ａに半田付されて電気的に
接続されている。
【００７４】
　２つの導電性部材８６は、後方端部が最先端の湾曲駒２６と湾曲操作ワイヤ２６ａとの
間に挟設されて、これら湾曲駒２６と湾曲操作ワイヤ２６ａと接触して電気的に接続され
ている。また、湾曲駒２６には、湾曲操作ワイヤが接続されている。
【００７５】
　このような構成としても、第１のレンズ保持枠３３の端部表面から静電気が印加された
場合、その静電気は、ユニット保持枠３６に流れて、導電性部材８６を介して、湾曲駒２
６と湾曲操作ワイヤ２６ａに直接流れる。そして、静電気は、湾曲操作ワイヤ２６ａ、グ
リップ座３ｂ、ユニバーサルコード６および通信ケーブル７を介してライトガイドコネク
タ４およびビデオコネクタ５を介して患者ＧＮＤに落とされる（アースされる）。
【００７６】
　これにより、ここでの電子内視鏡１も、印加された静電気が患者ＧＮＤに落とされるた
め、先端部１１に内蔵される各撮像素子４２，４５、各撮像駆動回路４３，４６などの電
子部品に不具合、故障などの発生を防止することができる。
【００７７】
（参考例３）
　次に、本発明の参考例３について説明する。　
　図４０および図４１は、本発明の参考例３に係り、図４０は挿入部の先端部分の平面図
、図４１は図４０のＸＸＸＸＩ－ＸＸＸＸＩ線断面図である。なお、本参考例においても
、上述した電子内視鏡１の構成部品については同一の符号を用いて詳細な説明を省略する
。
【００７８】
　ここでは、図４０および図４１に示すように、補強枠８４の一部に切り込みを入れて、
避静電気部材となる導電片８４ａを形成し、この導電片８４ａをユニット保持枠３６の筒
部３６ａに向けて折り曲げて筒部３６ａに接触させている。つまり、補強枠８４とユニッ
ト保持枠３６は、導電片８４ａを介して電気的に接続される。なお、導電片８４ａを折り
曲げた後、ユニット保持枠３６の筒部３６ａと半田付しても良い。
【００７９】
　このような構成としても、第１のレンズ保持枠３３の端部表面から静電気が印加された
場合、その静電気は、ユニット保持枠３６に流れて、導電片８４ａを介して、補強枠８４
に流れる。そして、静電気は、補強枠８４と嵌合する湾曲駒２６から湾曲操作ワイヤ２６
ａに流れる。したがって、静電気は、湾曲操作ワイヤ２６ａ、グリップ座３ｂ、ユニバー
サルコード６および通信ケーブル７を介してライトガイドコネクタ４およびビデオコネク
タ５を介して患者ＧＮＤに落とされる（アースされる）。
【００８０】
　これにより、ここでの電子内視鏡１も、印加された静電気が患者ＧＮＤに落とされるた
め、先端部１１に内蔵される各撮像素子４２，４５、各撮像駆動回路４３，４６などの電
子部品に不具合、故障などの発生を防止することができる。
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【００８１】
　上述の実施の形態に記載した発明は、その実施の形態および変形例に限ることなく、そ
の他、実施段階ではその要旨を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能であ
る。さらに、上記実施の形態には、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の
構成要件における適宜な組合せにより種々の発明が抽出され得るものである。
【００８２】
　例えば、実施の形態では内視鏡先端にくもり防止デバイスを搭載しているが、このくも
り防止デバイス以外の電子部品であっても良いことは勿論である。また、全構成要件から
幾つかの構成要件が削除されても、述べられている課題が解決でき、述べられている効果
が得られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明として抽出され得るものであ
る。
【００８３】
　本出願は、２０１１年１２月７日に日本国に出願された特願２０１１－２６８１８８号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の内容は、本願明細書、請求の範囲
、および図面に引用されたものである。

【図１】 【図２】
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【図１１】
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【図１８】 【図１９】
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【図２６】

【図２７】

【図２８】

【図２９】

【図３０】 【図３１】
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【図３４】 【図３５】

【図３６】



(22) JP WO2013/084547 A1 2013.6.13

【図３７】 【図３８】

【図３９】 【図４０】

【図４１】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月30日(2013.5.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明における一態様の電子内視鏡は、撮像ユニットが内蔵された挿入部の先端部と、
前記撮像ユニットの前方に設けられる観察窓を保持する第１の金属枠と、前記撮像ユニッ
トの対物光学系を保持する第２の金属枠と、前記第２の金属枠の後方に嵌合されて前記撮
像ユニットの電子部品を保持する第３の金属枠と、前記観察窓のくもりを防止するくもり
防止ユニットと、前記くもり防止ユニットと前記第２の金属枠とを断熱して、前記第３の
金属枠への前記くもり防止ユニットで発生した熱の伝達を抑制するとともに、外周面が前
記第１の金属枠の内周面と嵌合し、内周面が前記第２の金属枠の外周面と嵌合する非金属
製の断熱部材と、を具備する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像ユニットが内蔵された挿入部の先端部と、
　前記撮像ユニットの前方に設けられる観察窓を保持する第１の金属枠と、
　前記撮像ユニットの対物光学系を保持する第２の金属枠と、
　前記第２の金属枠の後方に嵌合されて前記撮像ユニットの電子部品を保持する第３の金
属枠と、
　前記観察窓のくもりを防止するくもり防止ユニットと、
　前記くもり防止ユニットと前記第２の金属枠とを断熱して、前記第３の金属枠への前記
くもり防止ユニットで発生した熱の伝達を抑制するとともに、外周面が前記第１の金属枠
の内周面と嵌合し、内周面が前記第２の金属枠の外周面と嵌合する非金属製の断熱部材と
、
　を具備することを特徴とする電子内視鏡。
【請求項２】
　前記断熱部材は、前記第１の金属枠と前記第２の金属枠との間に介装され、前記第１の
金属枠と前記第２の金属枠とを非接触にして電気的に絶縁させていることを特徴とする請
求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項３】
　前記断熱部材は、低吸水性を有する樹脂または焼結部材から形成されていることを特徴
とする請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項４】
　前記断熱部材は、前後に接触して並設される２つの管状部材から形成されていることを
特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項５】
　前記断熱部材は、前記くもり防止ユニットが当接して設けられていることを特徴とする
請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項６】
　前記断熱部材は、外周部に前記くもり防止ユニットのフレキシブルプリント基板を配置
する溝部が形成され、前記フレキシブルプリント基板が前記溝部に防湿用の接着剤により
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固着されていることを特徴とする請求項５に記載の電子内視鏡。
【請求項７】
　前記断熱部材は、前記くもり防止ユニットに電気的に接続される電極がインサート形成
されていることを特徴とする請求項５に記載の電子内視鏡。
【請求項８】
　前記断熱部材には、前記観察窓に近接するように前記くもり防止ユニットのくもり防止
デバイスが配設され、
　前記くもり防止デバイスには、前記第１の金属枠と電気的な絶縁を確保し、前記観察窓
に接触する絶縁体が配設されていることを特徴とする請求項５に記載の電子内視鏡。
【請求項９】
　前記絶縁体は、前記くもり防止デバイスの表面を覆う絶縁枠であることを特徴とする請
求項８に記載の電子内視鏡。
【請求項１０】
　前記絶縁体は、前記くもり防止デバイスの表面に形成された絶縁コーティングであるこ
とを特徴とする請求項８に記載の電子内視鏡。
【請求項１１】
　前記絶縁コーティングは、パリレンによるコーティングであることを特徴とする請求項
１０に記載の電子内視鏡。
【手続補正書】
【提出日】平成25年10月9日(2013.10.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明における一態様の電子内視鏡は、撮像ユニットが内蔵された挿入部の先端部と、
前記撮像ユニットの前方に設けられる観察窓を保持する第１の金属枠と、前記撮像ユニッ
トの対物光学系を保持する第２の金属枠と、前記第２の金属枠の後方に嵌合されて前記撮
像ユニットの電子部品を保持する第３の金属枠と、前記観察窓のくもりを防止するくもり
防止ユニットと、前記くもり防止ユニットと前記第２の金属枠とを断熱して、前記第３の
金属枠への前記くもり防止ユニットで発生した熱の伝達を抑制するとともに、外周面が前
記第１の金属枠の内周面と嵌合し、内周面が前記第２の金属枠の外周面と嵌合する非金属
製の断熱部材と、を具備し、前記断熱部材は、外周部に前記くもり防止ユニットのフレキ
シブルプリント基板を配置する溝部が形成され、前記フレキシブルプリント基板が前記溝
部に防湿用の接着剤により固着されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像ユニットが内蔵された挿入部の先端部と、
　前記撮像ユニットの前方に設けられる観察窓を保持する第１の金属枠と、
　前記撮像ユニットの対物光学系を保持する第２の金属枠と、
　前記第２の金属枠の後方に嵌合されて前記撮像ユニットの電子部品を保持する第３の金
属枠と、
　前記観察窓のくもりを防止するくもり防止ユニットと、
　前記くもり防止ユニットと前記第２の金属枠とを断熱して、前記第３の金属枠への前記
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くもり防止ユニットで発生した熱の伝達を抑制するとともに、外周面が前記第１の金属枠
の内周面と嵌合し、内周面が前記第２の金属枠の外周面と嵌合する非金属製の断熱部材と
、
　を具備し、
　前記断熱部材は、外周部に前記くもり防止ユニットのフレキシブルプリント基板を配置
する溝部が形成され、前記フレキシブルプリント基板が前記溝部に防湿用の接着剤により
固着されていることを特徴とする電子内視鏡。
【請求項２】
　前記断熱部材は、前記第１の金属枠と前記第２の金属枠との間に介装され、前記第１の
金属枠と前記第２の金属枠とを非接触にして電気的に絶縁させていることを特徴とする請
求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項３】
　前記断熱部材は、低吸水性を有する樹脂または焼結部材から形成されていることを特徴
とする請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項４】
　前記断熱部材は、前後に接触して並設される２つの管状部材から形成されていることを
特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項５】
　前記断熱部材は、前記くもり防止ユニットが当接して設けられていることを特徴とする
請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項６】
　前記断熱部材には、前記観察窓に近接するように前記くもり防止ユニットのくもり防止
デバイスが配設され、
　前記くもり防止デバイスには、前記第１の金属枠と電気的な絶縁を確保し、前記観察窓
に接触する絶縁体が配設されていることを特徴とする請求項５に記載の電子内視鏡。
【請求項７】
　前記絶縁体は、前記くもり防止デバイスの表面を覆う絶縁枠であることを特徴とする請
求項６に記載の電子内視鏡。
【請求項８】
　前記絶縁体は、前記くもり防止デバイスの表面に形成された絶縁コーティングであるこ
とを特徴とする請求項６に記載の電子内視鏡。
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摘要(译)

电子内窥镜1包括插入部分2的远端部分11，其包括图像拾取单元30，保
持观察窗22的第一金属框架20，保持物镜光学系统32的第二金属框架
33,35，如图34所示，第三金属框架36与第二金属框架33,35的后部配合
并保持电子元件42,43,45,46，防雾单元51防止观察窗雾化如图22所示，
非金属绝热构件56使防雾单元51和第二金属框架33,35彼此隔热，以防止
在防雾单元51中产生的热量传递到第三金属框架36利用该配置，电子内
窥镜1可以抑制防雾单元对固体图像拾取装置单元的热效应并且降低噪声
以获得清晰的图像并且具有提高的防止物镜光学系统雾化的效率。防雾
装置的装置。
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